
電気設備計画 

 ＰＡＧＥ： 米原市統合庁舎 01基本設計 株式会社 山下設計 

 

1．基本方針 

災害対策本部を設ける庁舎として、インフラ途絶時にも機能を継続できるライフラインを確保する。また、災害時

においても稼働できる庁舎システムを計画する。 

 

（１）耐震性および浸水対策の確保 

・耐震安全性の分類は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における次の分類とする。 

建築設備「甲類」、建築非構造部材「A類」 

・水害による機器故障等の影響を考慮して、受変電設備および非常用発電設備などの主要設備等は、最上階（屋上）

に設置とする。また、主要な通信機器においても内水氾濫の想定より上部（４階サーバー室）に設置する計画と

する。 

 

（２）災害時の対応 

・災害対策本部を設ける庁舎として、自立的に機能が継続できるように計画する。 

・法的に必要な防災・消防設備の電源供給と最重要負荷（サーバー機器用空調電源等）、重要負荷（照明・コンセ

ント等）および通信機器の機能継続のため、非常用発電設備を屋上に設置する。 

・非常用発電設備のオイル燃料備蓄量は、補給を行うことなく７２時間（３日間）の運転が可能な量を備蓄する。

また、１６８時間（７日間）連続運転対応の機器構成とする。 

 

（３）電源の安全性・信頼性の確保 

・将来２回線受電が可能なようにスペースおよびルートを計画する。 

・建物への直接的な落雷から保護するほか、周辺地域からの誘導雷や建物構造物を通じての内部雷対策として負

荷への電源系にＳＰＤ（避雷器）を設置する。 

 

（４）活動支援への配慮 

・構内情報システムおよび構内情報通信網設備が構築可能な配線ルートおよびネットワーク機器等の電源を確保

する。 

 

（５）省エネルギー・環境維持への配慮 

・全般照明および外部照明は、ＬＥＤ照明器具で計画する。 

・事務室エリアについては照度センサー（明るさセンサー）を使用したシステムを計画する。 

・照明の点滅区分を細分化するとともに、トイレは人感センサー、廊下等はスケジュール点滅制御を行い、省エネ

ルギー化を図る。 

・電力を多く消費する空調熱源機器などは、個別に電力消費量が計量できる計画とする。 

・環境配慮型ケーブルを採用し、ケーブル等廃棄時のダイオキシン等の有害物質の発生を抑える計画とする。 

・地球温暖化対策（CO2の削減）と省エネルギー化を図るための太陽光発電設備を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）維持・管理・運用への配慮 

・年次点検時においても、非常用発電設備を活用して、重要負荷、最重要負荷および通信機器等への電源供給で

きるように計画する。 

   

（７）電気自動車における充電設備 

・来庁者用電気自動車の充電を目的として、思いやり駐車場に急速充電設備（１台）、立体駐車場にコンセント

型普通充電設備（各階１箇所）を設置する計画とする。 

 

（８）来庁者用の支援設備 

  １）インターホン設備 

・夜間出入口、エレベーターかご内、風除室およびサービスヤードにカメラ付インターホン子機を設置し、１

階宿直室および４階総務部門にモニター付親機を設置する。 

 

  ２）トイレ呼出設備 

・男子、女子トイレのブース内および多目的トイレからの緊急呼出に迅速に対応できるシステムを計画する。

呼出表示器は、各階最寄執務室に１箇所ずつ設置し、迅速に対応できる計画とする。 

 

  ３）誘導音サイン設備 

・目の不自由な方を安全に庁舎建物へ誘導できるように、誘導用音サイン設備（センサー検知）をメインエン

トランスに設置する。 

 

 ４）磁気誘導ループシステム 

   ・補聴支援システムとして磁気誘導ループ設備を計画する。議場（傍聴席含）、３階会議室、コンベンショ

ンホール、１階受付カウンター（総合案内、市民部門、健康福祉部門の各テーブルに１台ずつ）、１階お

よび２階相談室（各１室）に設置する。 

 

 ５）館内インフォメーション設備 

   ・庁舎の情報や案内などをモニター掲示するシステムを計画する。１階エントランスホール・サブエントラ

ンスホール・階段室前・相談室前・各階ＥＶホールに設置する。 

 

（９）インフラ（電力・通信）引込設備 

・電力の受電方式は１回線（６．６ｋＶ高圧）受電方式とし、架空にて引込を行い、地中ルート構築のうえ屋上

キュービクルに至る配管配線を計画とする。 

・通信設備の引込は、架空にて行い地中ルート構築のうえ４階サーバー室に至る配管を計画する。 
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１．基本方針 

災害対策本部を設ける庁舎として、必要な機能を確実に維持し、平常時に安全で快適に利用でき、省エネルギ
ー、環境負荷低減、周辺環境、長寿命化にも配慮した、人や環境に優しい庁舎を目標とする。 

 

（１）防災拠点として必要な機能の確保 

１）１）１）１）耐震性、対浸水性の確保耐震性、対浸水性の確保耐震性、対浸水性の確保耐震性、対浸水性の確保    
・耐震安全性の分類は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における次の分類とする。 
建築設備「甲類」、建築非構造部材「Ａ類」 

  
２）２）２）２）ライフラインの維持ライフラインの維持ライフラインの維持ライフラインの維持    
・停電時の機能維持のため、重要室に対する空調系統は非常用電源の供給を受け、運転可能とする。 
・特に、サーバー室は空調機の予備機を設置し、故障時や更新時にも能力を満足する計画とする。 
・水道および下水道断絶時においても、飲料水・雑用水・緊急排水槽の確保を行う。 

 

（２）人や環境に優しい庁舎としての性能確保 

１）１）１）１）環境保全性（環境負荷低減、周辺環境保全環境保全性（環境負荷低減、周辺環境保全環境保全性（環境負荷低減、周辺環境保全環境保全性（環境負荷低減、周辺環境保全）への配慮）への配慮）への配慮）への配慮    
・空調熱源は高効率機器を採用する。 

   ・全熱交換器の採用により、空調負荷の低減を図る。 
・環境負荷の少ないエコケーブルを採用する。 

 
２）２）２）２）経済性（ライフサイクルコスト、耐用性、保全性）への配慮経済性（ライフサイクルコスト、耐用性、保全性）への配慮経済性（ライフサイクルコスト、耐用性、保全性）への配慮経済性（ライフサイクルコスト、耐用性、保全性）への配慮    
・機械室は、機器更新・メンテナンスを考慮した計画とする。 
・屋上室外機置場には、将来更新機器設置用の予備スペースを確保する。 
・各種配管スペースは、予備スペースを確保するなど配管更新を考慮した計画とする。 
・採用する機器は汎用品を主体に計画し、将来の変化に経済的かつ柔軟に対応できる計画とする。 
・受水槽、雑用水槽は2槽分けをすることにより、水槽更新時にも断水しない計画とする。 

 
 

２．機械設備概要 

（１）空調換気設備計画概要 

１）１）１）１）熱源設備熱源設備熱源設備熱源設備    
・省エネルギー性・経済性を考慮し、空冷ヒートポンプ式空気調和機（EHP）を採用する。    

 

２２２２））））空調空調空調空調設備設備設備設備    
・室内機（EHP）と外気処理機器（外気処理パッケージ、全熱交換器）を組み合わせた空調方式を主体
とし、室内機のコントローラー制御により、コントローラー毎の個別制御性の向上を図る。 

・サーバー室は空冷ヒートポンプ式空気調和機による個別空調（空冷冷専パッケージ）とし、N+1台構成
（1台予備）として信頼性を高める。 

 

３３３３））））換気設備換気設備換気設備換気設備    
・室の用途、風量、配置に応じ、第1種・第2種・第3種換気を行う。 

 

４４４４））））自動制御・中央監視設備自動制御・中央監視設備自動制御・中央監視設備自動制御・中央監視設備    
・４階総務部門に中央監視主装置、１階宿直室に中央監視副装置を設置し、BEMS（ビルエネルギー管理シ
ステム）の導入により、施設のエネルギー管理および運用管理のサポートを行う。 

・停電時に稼働する設備機器は優先順位を付けたデマンド制御を行い、発電機容量を超えないように配慮する。
 

（２）給排水衛生設備計画概要 

１）１）１）１）衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備    
・節水型器具を選定し、水資源の保護を図る。また、利用者の利便性に配慮した器具選定を行う。 

    

２２２２））））給水設備給水設備給水設備給水設備    
・庁舎用の給水系統は、上水系統・雑用水系統の2系統給水とする。 
・１階テナント用の給水系統は、上水系統の１系統給水とする。 
・庁舎用の給水方式は上水系統・雑用水系統とも加圧給水方式とする。 
・１階テナント用の給水方式は直結直圧方式とする。 
・受水槽および雑用水槽は 2槽分割とし、メンテナンス時・更新時に断水しない計画とする。 
・受水槽の出口側に緊急遮断弁を設置し、配管破断による水槽内の保有水流出を防止する。 

    

３３３３））））給湯設備給湯設備給湯設備給湯設備    
・オストメイト、給湯室、トイレ手洗器については貯湯式電気温水器による局所給湯方式とする。 
・シャワー等については、ガス給湯器による局所給湯方式とする。 

    

４４４４））））排水設備排水設備排水設備排水設備    
・建物内は汚水・雑排水合流方式とする。 
・建物外は汚水・雨水分流方式とし、汚水は公共下水道（分流）へ放流する。 
・排水インフラ途絶時には、切換桝により排水経路を切換え、緊急排水槽へ汚水・雑排水を導く。 

    

５５５５））））消火設備消火設備消火設備消火設備    
・消防法に準拠した消火設備を設置する。 
＜防火対象物の位置付け＞ 
・庁舎：消防法施行令 別表第１ 15項 
・立体駐車場：消防法施行令 別表第１ 13項イ 
＜設置する消火設備＞ 
・庁舎：消火器、屋内消火栓設備、連結送水管設備、不活性ガス消火設備 
・立体駐車場：消火器、移動式粉末消火設備 

 

６６６６））））ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備    
・LPGボンベを設置し、必要箇所に供給する。 
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行政棟　東玄関．「さくら広場」へと抜ける動線空間

行政棟　1階　行政窓口．まちのつながりを生む動線空間としても利用される．

ピロティから行政棟正面玄関をみる．

御御

■御意見への対応案

１階平面図

５階平面図
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統合庁舎の整備にあたっては、基本計画段階から市民のみなさんの御意
見やアイデアを反映させるため、「市民ワークショップ」および「障が
い者団体との意見交換会」を開催しました。

■市民ワークショップ（参考資料）
第１回 平成 28 年 11 月 12 日（土）：新庁舎の配置等についての

意見交換
第２回 平成 28 年 11 月 26 日（土）：整備方針についての意見交換

■新庁舎について語り合う会（参考資料）
第１回 平成 28 年 11 月 21 日（月）：障がい者団体等６団体参加
第２回 平成 28 年 11 月 22 日（火）：障がい者団体等５団体参加

また、基本設計段階では、「意見交換会」を開催しました。
第１回 平成�30�年�3�月�2�日（金）
第２回 平成�30�年�3�月�7�日（水）

：自治基本条例推進委員、障がい者団体等11団体

「市民ワークショップ」「障がい者団体との意見交換会」「意見交換会」
ではそれぞれ熱心に討議いただき、市民目線の様々な貴重な御意見をい
ただきました。
御意見は以下にように統合庁舎整備に反映しています。
これを基にパブリックコメントを経て、この後の実施設計段階で具体化
してまいります。

市民からの御意見への対応

市民からの御意見への対応



参考資料

市民ワークショップ報告書（概要版）

参考資料

株式会社　山下設計米原市統合庁舎整備事業　　　 　基本設計書 17ＰＡＧＥ :

「市民ワークショップ」「新庁舎について語り合う会」「市民意見交換会」の概要を参考資料として掲載します。

参考資料

参考資料
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参考資料
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 新庁舎について語り合う会 意見まとめ 

参考資料
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参考資料

統合庁舎基本設計市民意見交換会
まとめ

第1回 市民意見交換会

●日 時︓平成30年３月２日（金）19時～20時30分
●場 所︓米原市役所山東庁舎別館2階 2AB会議室
●参加者︓15人

第2回 市民意見交換会

●日 時︓平成30年３月７日（水）19時～21時00分
●場 所︓米原市民交流プラザ スタジオ310
●参加者︓９人

参加団体

●米原市自治基本条例推進委委員 ●米原市女性の会
●米原市聴覚障害者協会 ●米原市障害者福祉協会
●米原市手をつなぐ育成会 ●手話サークルゆいの会
●湖北会法人本部 ●湖北会いぶきやま ●湖北会ワークスさかた
●米原市社協 ほおずき作業所 ●ＣＩＬだんない

平成30年５月
米原市

■総合案内板について

１

主な意見交換

 総合案内につきましては、コンベンション側との併用を考慮してメインの玄関口脇に総合案
内・受付を設置します。東側の出入口も駐車場側となりますので広めのサブ玄関と位置付け
ています。サイン計画はわかり易いものを計画します。

■サインの場所について

 カウンターは、ロー・ハイ両方を合わせながら考えています。今後備品計画で詳しく検討しま
す。）

■議会の傍聴席への昇降リフトの利用は避けてもらいたい

■災害時の聴覚障がい者のための視覚的な情報伝達について

■多機能トイレが、女性の利用に抵抗が生じないか

 サインの場所は、1階のエントランス前の柱やエレベータ前の壁などに庁舎に入ってすぐ見え
るように全体の案内サイン、各階エレベータ前にその階のサインなどを設置する予定です。
また、天井から下がったものやピクトサイン（絵文字）などが壁から突出したものなどを計
画します。色彩やメリハリ、文字の大きさなどに配慮した計画とします。

 図面で見ますと男子トイレに食い込んで見えますが、実際に通路から見た場合は扉が三つ並
んで認識されると思います。また、トイレの壁は遮音性能に配慮した仕様となりますので音
漏れもほとんど感じられないと思います。

 傍聴席は保安上から議場レベルよりも一定程度高くしており、リフト対応を検討していまし
たが、本日のご意見をもとにスロープで対応することとします。

 デジタルサーネージなど大型のモニターで情報を表示できるように1,2,3階の窓口待合や各階
のエレベータ前などの天井に吊るすことを検討します。

■ローカウンターの配置について



株式会社　山下設計米原市統合庁舎整備事業　　   　　基本設計書 25ＰＡＧＥ :参考資料

参考資料

 総合案内に手話のできる方を常駐させることは難しいかもしれませんが、1階に福祉部門も
ありますので職員によるソフト面での対応を検討します。

主な意見交換

■総合案内などでの手話による対応について

■駅からは雨や雪の日に傘をささずに直接入れるようにして欲しい

■車いすでの来庁時の連絡手段（呼び鈴など）と医務室について

２

 現段階では直接入れる設計ではありません。駅からの通路について、新たな補助金などの獲
得も含めて総合的に検討していきます。

 車いす駐車場には屋根を設定していますので、屋根の柱などへインターフォンなどを検討し
ています。医務室の設定はございませんが、簡易ベッドを備品として準備し1,2,3階の相談室
などを利用することを考えています。

コンビニエンスストアなどの障がい者雇用について

 障がい者雇用につきましては、3階に福祉カフェの計画を進めたいと考えています。コンビニ
エンスストアにつきましても誘致になるので一概には申し上げられませんが、障がい者雇用
も含めて事業者との調整をしていきたいと考えています。

 フリースペースについては、会議室を複数計画しているので貸事務所というような使い方も
考えられます。また、休憩もこのスペースで対応可能だと考えています。間取りのある部屋
をたくさん設けるのではなく、極力広いスペースを取り、そこでパーテーションといったも
ので区切る空間づくりを考えています。

 コンセプトは市民活動の見える化です。閉ざされた会議室ではなく、あえて仕切りを作らな
い計画をしています。発表会などはホールがあるので、そういった形で１階と３階を上手に
利用していただきながら、市民活動を活発に進めていただければと考えています。

主な意見交換

■市民団体の交流・事務スペースや、子供が遊んだり、授乳出来たり、乗り換え客が
休めたりするフリースペース、お母さんの為に子供を預かるスペースが欲しい。

■ファミリーサポートセンターで子供を預かるサービスがあるが、自宅だと危険が多く
お断りすることが多い。市役所の中に預かるスペースがあれば安心安全に繋がる。

３

 ファミリーサポートセンターの一時預かりについては、専用スペースを確保することは難し
い部分もありますが、キッズコーナーや４階の屋上広場などがあるので、お子さんを見守る
ボランティアの方々の意見もお聴きしたいと思います。

米原駅は滋賀県の玄関口であるので、外国語での対応や近隣の観光案内が出来る場所が
あれば良いと思う。

 国内だけでなく外国の方も含めて多くの方に米原駅を利用していただき、米原駅を降りてか
らの広がりをもつことで滋賀の玄関口になり得ると想定しています。そのために、東口まち
づくりエリアでは米原から湖東、湖南、湖北につながる新たなまちづくりを進めたいと考え
ています。宿泊場所や、滋賀県のお土産が買える場所、観光案内所、子ども連れやスポーツ
を楽しむ人のための広場など、今後、民間事業者との協議を進めたいと思います。

木材使用はどうなるのか。

 木材使用は内装材を中心に県産材の使用を検討したい。特にホールや、３階の市民の方が多
く使用される場所に使うことを検討していきます。



解説
ア インフラ インフラストラクチャー（社会基盤）の略。ここでは、特に建物を稼働

させるための基盤としての、電気・上下水・電話などの供給設備及び建
物周辺の道路・橋梁などをいう。

液状化 地下水で飽和した砂地盤が、地震動により間隙水圧の上昇のためにせん
断抵抗を失う現象。液状化した地盤は、建物の支持力を失い、建物の沈
下や傾斜を引き起こす可能性がある。

LED Light Emitting Diode（発光ダイオード）の略。ダイオードの一種で
電圧を加えると発光する半導体素子。蛍光灯や白熱灯に比べ、長寿命で
省電力である。

オープンフロア 空間や室などを壁で仕切るのではなく、家具配置などで各部署などのエ
リアを分ける平面構成方法。

カ 基本計画 政策や事業における基本方針と内容、現状を踏まえて計画に至った経
緯、プログラム、課題や条件の整理、規模の検討、諸手続きの確認な
ど、基本設計のもとになる条件整理を行う行為。

基本設計 基本計画をもとに、敷地条件や法規制を踏まえた、建物全体の建築・電
気・空調・衛生など与えられた条件を満たすよう基本的な仕様を計画す
る行為。

サ サイン 建物や外構などに設置する標識。館銘板、案内看板、誘導表示、注意喚
起板、部屋名プレート、模式絵プレート（ピクトサインといい、トイレ
マークなどがある）など。

自然エネルギー 太陽光、太陽熱、風力、水力、地中熱、雨水などの自然界に存在するエ
ネルギー。再生可能なエネルギーである。

重要度係数（Ⅰ） 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」において、構造体の耐震安全
性の目標の分類により定められている必要保有水平耐力の割増係数。

タ タクタイルボタン 目の不自由な方に配慮した文字を浮き出したりして手の感触で認識でき
るボタンのこと。

デジタルサイネージ 屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所で、ディスプレイ
などの電子的な表示機器を使って情報を発信するシステムの総称。

タブレット端末 液晶ディスプレイなどの表示部分にタッチパネルを搭載し、指で操作す
る携帯情報端末の総称。

デマンド制御 電力使用量を監視し、電力のデマンド使用量が指定量を超えないよう
に、機器の運転制御を行うこと。

用語 解説用語
ナ 内水氾濫 内水とは市街地に降った雨のことで、通常なら内水は下水道の雨水管や

ポンプ施設によって河川へと排水されるが、雨水の量が都市の処理能力
を超えると内水氾濫が発生する。
一方、外水氾濫は川の水が堤防から溢れる、または川の堤防が破堤した
場合に起こる洪水をいう。

ハ BCP Business Continuity Plan（事業継続計画）の略。事業継続の視点か
ら災害や事故など不測の事態を想定し、重要業務への影響を最小限に抑
え、万一中断しても速やかに復旧・再開すべく策定された対応計画。

ピクトグラム 絵文字、絵言葉のこと。図記号(graphic symbol)の一種。表現対象で
ある事物や情報から視覚イメージを抽出、抽象化し、文字以外のシンプ
ルな図記号によって表したもの。

フリーアクセスフロア 床の上にネットワーク配線などのための一定の高さの空間をとり、その
上の別の床を設け二重化したもの。

BEMS（ベムス） Building and Energy Management System（ビルエネルギー管理
システム）の略。建物の設備管理、設備運転保守管理、内部環境の維持
とそのために消費されるエネルギー管理の総合システム。

マ メタルケーブル 心線に金属材料を用いたケーブルのこと。電力供給や信号伝達などに用
いられる。ここでは光ファイバーケーブルに対して、従来の電話線の意
味で用いている。

モジュラーシステム 構成要素を組み合わせたものをユニット化し、他のユニットと繋ぎわか
せたり組み合わせたりできるようにシステム化したもの。

ヤ ユニバーサルシート 多目的トイレのための介助シートのこと。着替えやおむつ交換、荷物を
置きたい時などにも利用できる。

ユニバーサルデザイン 都市、建物、生活環境、器具・道具などに対して、年齢・性別・国籍な
どを問わず、あらゆる人が快適に利用できるようデザインする考え方。
（ここでは、建物を対象とした考え方。）

ラ
ワ
ン

ライフサイクルコスト 建物の建設から建物が解体されるまでの間に必要となる生涯トータルコ
スト。建物の建設費用と、改修費用、下記「ランニングコスト」が含ま
れる。

ライフライン 電気・ガス・水道等の公共公益設備や電話やインターネット等の通信設
備など、建物機能を維持し人々が日常生活を送る上で必須の諸設備のこ
と。

ランニングコスト 建物の竣工から建物が解体されるまでの間、建物やその設備機器等の維
持管理や運転・修理及び修繕（外壁や防水修繕）などにかかる維持
管理費用。清掃費や警備費、植栽管理費用も含まれる。
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